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●ホストクラブ 山ローターアクトクラブ

●日時 2013年 10月 26日 (■ )・ 27日 (日 )

場 所 1日 目 須藤牧場・部の里・幸田旅館 2日 目 沖ノ島海岸

実行委員長 蔦 木 (鋼山ローターアクトクラブ)
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● 目的 《1日 目》
「食」や「農業」に関する理解と関心を深め、2つの体験を通して交流を深める。
《2日 目》
社会奉仕活動とバーベキューを通して交流を深める。

●実施内容 【10月 26日 (土 )】 曇り時々雨

☆館山駅～須藤牧場
12時30分に館山駅に集合し、その後須藤牧場へ移動。到着後すぐに開会点鐘を行つた。
須藤牧場では須藤夫婦に酪農の話・牛乳の話・牛の話・命の話など酪農家の日常の話を伺つた。
革L牛を中心としているこちらの牧場では当たり前のことであるが牝牛が産まれないといけないため、
牡牛が産まれた時点ですぐに売りにだしたり、殺処分をするとのことである。
特に印象深かつたのが双子の子牛の話であった。
双子の場合、牝牛が2匹産まれない限り、乳牛としては役にたたないそうである。
牡牛X牡牛の場合は前述通りであるが、牡牛X牝牛の場合においても産まれてきた牝牛が乳牛として
役にたたない牛となるため前述通りの方法をせざるを得ないとのことであった。
他にも90%の確率で牝牛が産まれてくる種の話など興味深い話がとても多く参加者は話の内容に感心
させられた。
パター作り体験では200ccの牛乳を容器に入れ、手の平で容器を温めながら5分ほど容器を振つた。
容器を振ることで200ccの 牛乳からわずか2%つまり4gのパターができあがる。
何度も振ることによって固まったパターを容器から取り出し、その場でクラッカーにのせていただいた。
できあがつた′ヽターは癖もなく優しい味わいであり、クラッカーの塩味と非常に相性がよかつた。
次に羊毛クラフト作り体験を行つた。
羊毛を石鹸水でまん丸にまとめ、牛の形になるように装飾品をつけた。
同じ物を作つているのにそれぞれの個性が日立ち、黒い牛・尻尾が長い牛など様々な牛のマスコットができた。
その後須藤牧場にあるアイスカフェでソフトクリ=ムをいただいたり、牛舎の見学して時間を過ごした。

★椰の星
15時15分に到着。みかん狩りを予定していたが、雨が降つていたため、急きょ中止となつた。
代替え案を用意していなかつたため、新装開店したばかりの部の里で買い物を楽しんだ。

☆幸田旅館
18時より幸田旅館にて宴会を行つた、
幸田旅館の女将の心遺いで豪幸な舟盛りもいただき、ロータリアン・アクター隔たりなく食事を楽しんだ。
宴会の途中、茂原ローターアクターが2名到着し、食事を仕切り直して各クラブ同士の話をしあつた。
初代地区ローターアクト代表の話も聞くことができ、過去の活動について興味深い話も多かつた。
宴会後は1部屋に集まり、夜遅くまで座談会を行い交流を深めた。

【10月 27日 (日 )】 晴れ

★沖ノ島海岸
台風の余韻で風がやや強い中であつたが、9時30分より2日 日の開会宣言並びに点鐘を行つた。
ひかりの子学園の子供達と―緒に1時間ほど沖ノ島海岸のゴミ拾いを行つた。
前日まで台風が接近していたため、海岸には多くの漂着物があり、極めて多くのゴミを拾うこととなった。
子供たちも多くのゴミを拾い、拾つたゴミでモミュメントを作るといつた子供心に関心することもあった。
11時からゴミ拾いの疲れをとりながら、′ヽ一ベキューを行つた。
館山ロータリークラブの方々が材料を協力してくださつたおかげで、参加者全員おなかを満たすことができた。
日―タリアン・パストメンバー・アクター・子供たちと世代を超えた交流となり、貴重な時間を過ごした。
14時 30分に開会式を行い閉会宣言並びに点鐘をし地区交流会を開会L´ f‐ ^

D問題点と改善策 ①今回は台風の接近もあり、延期・中止の判断も迫られたがその際の延期・中止日の決定及び
しつかりと確認できていなかつた。
また代替え案を考えてなく、一部中止となつた内容もあり参加者の方々には大変迷惑をかけてしまつた。
連絡体制の確立と万が―に備えた企画をたて、あらかじめ全体に報告しておく方がよいと考える。
②諸事情があり、やむを得ないことではあるが、当日キャンセルの連絡を受け、宿泊施設に大変ご迷惑をかけた。
宿泊施設の女将の心遣いで宴会料理・宿泊代金に関しても実際の人数で対応していただいた。
仮にキャンセル料等が発生していた場合、人数が多くなるほど損失となつてしまうので、登録料の意義について
考える必要がある。

D所見 今回の地区交流会に参加していただいたロータリアン・アクターから良い企画であつたと嬉しい報告を受けた。
しかし参加ローターアクトクラブが2クラブとなり、『地区交流』という面においては非常に残念であったと感じる。
目的として『交流』を掲げているので、各クラブ地区行事の参加意図を考え、また運営においても
1クラブだけではなく、2クラブ・3クラブと増やし協力し合える状熊でふればほかっf‐ のでltr_‐ Lヽかル彙ら̂



2013-14年度 □一ターアクト『地区交流会』

10月 26日

須 藤 牧 場

館出RAC会長 高梨君

バター作りに熱中

羊毛をい ての「牛のアクセサリーイⅢ9」

どう見ても牛には見えませんでした

幸田旅館での懇親会

。
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10月 27日

鴬b二』
沖ノ島にて海岸清掃

清掃終了後 BBQ


